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● 古筆判別法の開発による古代官営工房組

織の研究

代表者金子裕之特定研究Ａ新規

百万塔工房の復元には、蝋, Ｉｆの人名を判

別する必要がある。本研究は作業をコン

ピュータ化すべく、文字判別の新ソフト

を開発し、研究者の判定結果と比較。人

間が行う綜合・平準化の作業をソフトに

取り入れることが課題である。

今数値地理' 情報を用いた古墳の立地に関す

る研究一大和盆地を中心として－

代表者金田明大特定研究Ａ継続

大和盆地内の前方後円噛を対象に各古墳

のデータベースを作成し、古墳分布図、

地形図等の空間情報との連携を試みた。

これをもとに、条件別の分布側の作成や

地形条件からみた古墳の分布の傾向につ

いての検討を行い、考古学研究へのG I S 利

用の有効性を確認した。

● 北東アジアの発掘住居並に関する民族考

古学的研究

代表者浅川滋男特定研究Ａ継続

北東アジア諸地域における竪穴住居城の

遺構データを集成する一方で、「1 本の純

文・弥生時代の焼失竪穴住居j l l : からその

上部櫛造を復原検討している。とりわけ、

岩手県一戸l I j . の御所野遺跡でみつかった

焼失住居群（細文時代中期末）から復原

される上部構造は、カマクラ形・側道出

入りの土屋根榊造であり、ナーナイ族や

イヌイット族の竪穴住居と似ている。

● 古文書料紙原本の基礎的データ測定記録

装置の研究製作

代表者綾村宏基盤研究Ａ新規

古文普学の形態論的研究の要件である文

普が普かれている料紙の法Ｉｌｔ、厚さ、重

さ、料紙・墨色の色調などの韮礎的デー

タを単一で測定記録する一体型機器を、

３カ年で研究製作するものである。

● 地中レーダー探査の手法を用いた広域遺

跡調査法の開発研究

代表者西村康基盤研究Ｂ継続

地中レーダー探査の方法を応用して、広
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範州にわたる集落・官術辿跡を対象に、ｌ）

遺跡内容を明らかにして発掘調秀に必要

な地下情報を提供すること、２) 遺跡の椛

造と性格を推定すること、３) その範囲を

限定して避跡の保存に盗することが主た

る' I 的である。

今年度まで地中レーダー探査でも深い肘

位が探れるよう測定方法とデータ処理法

を開発することに集中、実現できた。

● 土壌に含まれる有機遺物の採集・分布法

の開発一低湿地遺跡出土の動植物遺体

代表者松井章基盤研究Ｂ継続

奈良女子大学的場輝佳・荻野麻理両氏の

協力を得て住居跡、艶棺、古墳、満などの

土壌に含まれる無機物質の組成、肱を調

べ、人間活動の痕跡を明らかにできる兇

通しを得た。遺椛_ 上壊の微細遺物の採集

法と、その画像処理法について、技術的

改良を行った。

● 箱根芦ノ湖の湖底木と巨大地震に関する

年輪年代学的研究

代表者光谷拓実基盤研究Ｂ継続

本年度は、昨年度の補足的な調査で、採

取したサンプルはスギが３本、ヒノキが

２本であった。年代測定の結果は昨年と

同様西暦5 0 0 年前後、西勝１０００年前後を示

すグループに分れた。

● 歴史的建造物保存修復技術の考え方と方

法一地域文化財修復指針案の作成

代表者木村勉基盤研究Ｃ継続

近代建築を対象とした地域文化財の建造

物保存修復技術の雑本的な考え方と方法

について、各地の状況を実地調交し、地

域文化財にふさわしい保存修復のあり方

を、事業面と、保存修復技術而からそれ

ぞれ具体的に検討した。そして『地方文

化財保存修復技術の考え方と方法」とし

て指針案を作成した。

令中・近世期における金工材料と製作技法

の歴史的変遷に関する研究

代表者村上隆基盤研究ｃ継続

中・近世期の迩跡から出土する金腕製遺

物の材質と製作技術を解明するとともに

その変遷を追うことにより、わが国の古

代から近代にいたる金楓工芸史ならびに

金幌加工技術史を概観することをI Ｉ的と

した。このうち特に近世期に関して成果

があがった。

● 古代都城廃絶後の変遷過程

代表者舘野和己基盤研究ｃ継続

平城京の復原例である北浦定政「平城宮

大内裏跡坪割之例」について、北浦家に

伝わる草稿本と小原文庫の浄脊本などを

比較検討した。その結果、内容に部分的

改変を加えた「坪削之図」の浄諜本が、

定政によって時間を置いて複数作成され

た可能性が判明した。

◇ 古代武器・武具の研究一実用性の復原的

考察を中心に－

代表者・小林謙一基盤研究ｃ継続

復原した古噛川士の弓矢を試射した結果、

飛距離、此通力とも、１－分実用性がある

と考えられるにいたった。特に、亜雌の

ある鉄雛は、木製防禦具を破壊する威力

を有する。しかし、鉄製防禦具には効果

がなく、その普及とともに、先端が細く

尖った鉄雛が出現する。

● 集落・墓地・祭祁・土器から見た弥生時

代から古墳時代への移行過程の研究

代表者・岩永省三基盤研究ｃ継続

２年月の本年度は、墳丘墓の被葬者構

成・墳墓祭祁の変化と、共何体祭祁とし

ての青銅器祭祁の変質・消滅との連関性

を明らかにした。

● 記号・文字・印を刻した須恵器の集成

代表者巽淳一郎基盤研究ｃ継続

藤原京・平城京出土責料から７１ｔ紀～８

世紀初めに出現する特徴的な銘文資料を

分析し、弧忠器の調納制の関わりを検討

した。

● 南都七人寺所蔵青銅製容器の形態と製作

技術に関する編年的研究

代表者毛利光俊彦基盤研究ｃ継続

特に1 9 9 8 年７月に、専門家による法隆寺

青銅製容器の形態と製作技法・材質に関

する研究会を開催し、ここでの討議を踏

まえて青銅製容器編年を確立した。現在、

報告, 』} : を作成中である。

● 古代豪族居宅遺跡の研究

代表者山中敏史基霊研究Ｃ継続

約4 0 0 の古代豪族居宅関係遺跡の盗料収集

と分析を行い、豪族居宅の榊成要素と建

物の棟数の炎態を把握し、敷地而硫に階

屑性が伺えること、建物造営技術の点で

は集落と類似している場合が多いこと、

などを明らかにした。



今光学的解析法による古代ガラスの加工法

等に関する研究

代表者肥塚隆保基盤研究ｃ継続

従来からのＸ線透過法に加えて新しく、Ｘ

線ＣＴを導入し、遺物の三次元的な解析を

加えて洲在を進めた。その結果、弥生時代

に見られる鉛バリウムガラスは特殊なもの

を除けば、溶融法によって加工されている

が、弥生時代から古墳時代にかけて流通し

たカリガラスなどでは、乾式法によって加

［されていることが明らかになった。特に

カリガラスの符玉は穿孔されており、鉛バ

リウムガラスの加工法とは異なっている。

古城時代のものとしては、膿ノ木古墳出上

のI I r 色透明な蕊玉が穿孔されていた。

● 出土資料からみた国府の研究一但馬国府

を例として一

代表者寺崎保広基盤研究Ｃ新規

近年、木簡の出土例が琳加している兵ｌＩＩｆ

県北部の但馬同府関連遺跡をとりあげた。

但馬同府の所在地と移Ｉ脳といった災年の

研究に、木簡盗料を材料として迫ろうと

する試みである。

● 中世後半から近世における瓦生産の研究

代表者山崎信二基盤研究Ｃ新規

九州の中' 1 t 瓦の年代の細分を行い、１３３３

年以降本州とは異なるﾉ L 州の独自性を発

見。その独門' 性は、丸瓦吊り紐と刺: 平凡

顎部後面のタテケズリにあらわれる。沖

純の凡は1 3 3 3 年から1 4 0 0 年までのもの｡

近畿のI l I l I I : イミのi I i I : ､I z瓦は、111殖のもので

凡' ' 1 はりつけと顎はりつけが混在し、こ

れは奈良・京都の瓦匝の周辺地域への逃

散と関係する。

◆ 鍔帯の規格性から見た律令位階推定法

の確立

代表者松村恵司基盤研究Ｃ新規

本研究は、鍔帯の位階表, J 〈機能の椛造を

明らかにし、出上鋼鍔から位階を推定す

る方法の確立をｋＩ的とする。本年度は郁

城出土釧鍔の型式分類作業を行い、文宙

と武官に対応する二系列の鍔帯のうち、

文悔系列の表金具にみられる規格差が、

初位から六位までのl E 従８ランクの位階

差に対応することを把握できた。

● 馬具副葬古墳の階層' 性と地理的分布に関

する研究

代表者花谷浩基盤研究Ｃ新規

I I i 域群での馬j Ⅷ罪I I f 墳のあり〃を、副

葬馬具の型式変化という時系列的な側1 ｍ

と、I I i 戦鮮内での典時的な側而の_ ﾕ 方ｉｉｉ

に注Ｉ’ し、彼忠器のＴＫ２３型式以前、

T K 4 7 ～ＴＫｌＯ型式、MT 8 5 型式以後、の大

きく三段階に分けて分析した。その結果、

初期段階では、尚腿戦と群集城の間にﾉ く

きな格差があるが、後符の階肘がその後、

占噛規模においても副葬馬典のﾉ M式にお

いても細分化されていく傾向がみられた。

● 伝統的木造建築の振動特性に関する研究

代表者内田昭人基盤研究ｃ新規

常時微動測定により、伝統的木造雌築の

間ｲ j , 周期、振動モード、減衰定数などの

振動特性を把握し、測定値と副・節仙との

照合を行う。治水､ 洲_ 二王門とI 櫛禅寺三門

を対象として常時微動測定を実施した。

● 竪穴住居の空間分節に関する復原研究

代表者浅川滋男基盤研究ｃ新規

騒穴{ i § ) ＩI ; およびテント住居の空間分節を

類ﾉ ﾘ 化したグスタフ・レンクの業紬を何

検討すべく、北火アジアのツングースと

｢ I I T アジア諾族｣ 、さらに北米先住民の住

肘関係盗料を集成した。これら民族誌浅

科から導きだされる空間分節の原理が、

細文時代の竪穴住ＡＩ; の床而遺物の分布な

どと対応ﾛ ｣ . 能かどうか、今後詳細に検討

していく予定である。

◆ 日本庭園・庭園史関連用語の英語訳に関

する研究

代表者小野健吉基盤研究ｃ新規

１１ｲ慮庭I 刺の理解にｲ <可欠な約4 5 0語の1 1本

庭刷関連川語を選定し、日本庭剛に関す

る英文文献からそれらの英語訳を抽出、

データベース化を行った。特に英文によ

る妓初の本格的1 1 本庭剛解説Ｉﾘ : である

" LandscapeGar deni ngi nJ apan” （by

J os i ahConde l ･；1898）については、あわ

せてj l I 語の英文説明も抽出し、データベ

ース化した。

◆ ムラの場、ハカの場一ＧｌＳを利用した

古墳時代集落・古墳の立地選択の研究

代表者金田明大奨励研究Ａ継続

昨年度行った世跡分布調在、測1 1 t , 洲在に

ついての成果をもとに、遺跡分布収l の作

製、ＩＩＴ戦の胤倣似l 表示、占戦からの眺望

の検討を行い、研究苫の研究補助下段と

してのG I S の利川についていくつかの兇通

しをたてることができた。

● 古代日本における都城と地方の漆紙文書

の比較研究

代表者古尾谷知浩奨励研究Ａ新規

これまで学界で注Ⅱされてこなかった都

城出ｋの漆紙文I 1 I z について、地方出’ 二の

資料との比較を踏まえつつ、内容、形態

上の特価を明らかにすることをI : Ｉ的とし、

本年度は､ ド城寓・京出上資料の再調査を

行った。成果の一部は本年報に褐戦した。

◇ 古墳時代土師器の移動に関する研究

代表者次山淳奨励研究Ａ新規

I I i 戦時代前期には、各地のｋ器が分布範

囲を超えて大きく移動する。1 9 9 8 年度は、

畿内の土器の他地域への移動、畿内への

他地域からの移動、の２項' 1 を中心に検

討した。

● 古代寺院建築再考

代表者箱崎和久奨励研究Ａ新規

発捌洲従がなされた大官大爺・平城薬師

難・大安がの識喰は、三手先斗を用いて

いたI I J 能性が大きい。創処形態を踏襲し

て現存する束､ ¥溝堂も言手先であり、講

縦に三手先を用いるのは、Ｉｌｉ代中央宮寺

特有の形態だろう。

● 建築仕様書からみた明治初期木造建築の

継手・仕口の技術に関する研究

代表者長尾充奨励研究Ａ新規

近1 1 t 末に1 1 本に導入された洋風建築は、

洋風小雌組という新たな椛造形式や、ボ

ルト・ナット等の榊巡補強材料をもたら

した。これら洋風構造技術が伝統的な継

手・仕１１の技術に及ぼした影禅と、建築

設計における和洋の技術の使い分けを明

らかにすることを1 - I 的に、明治初期の宵

庁関連の進築仕様ｉｌＩ: を検討し、さらに、

現存進物の観察調査を行った。

● 前近代の日本における並木の文化史・制

度史に関する緑地学的研究

代表者平津毅奨励研究Ａ新規

本研究のⅡ的は、前近代の1 1 本における

雌水の文化・制度の成立と変進を明らか

にし、その発展と伝播の過程を緑地学的

に考察することである。本年度は、「前近

代に起源を持つ1 . 1 本の肱水に関する歴史

地理学的データベース」の堆礎浅科収

集・データ人ﾉ J 、および惟木に関する既

往研究文献調盃などを行った。
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